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Abstract 
The usage and quali ty of water for l iving were investigated in northeastern 
China.  Waterworks were constructed in the major cities of the region. Although a 
water shortage in northern China is  serious,  Haerbin and Dandong have comparatively 
abundant water resources.  The value of EC and the concentration of Ca+2  were low in 
the piped water in these cities.  In Shenyang and Dalian the piped water showed total  
hardness of 80-170 mg/L. Therefore,  groundwater is  used as raw water.   Since water  
treatment is  not uti lized for drinking water in China,  contamination of raw water or  
soil  influences water quality directly.  The existence of NO 2
- ,  NH4
+  and K+  in all  the 
samples of the region have suggested raw water was polluted with chemical ferti l izer  
and human waste.  
 









 中国国民一人あたりの水資源量は世界平均の 1/4 程度と極めて少なく、東北三省（遼寧
省、吉林省、黒竜江省）の水不足も深刻である。三省の生活ゴミや都市汚水の排出量は中






吉林省 33 %、遼寧省 60 %、汚水の処
理率が全国平均 70％に対して吉林省




































 中国の主要都市の水道普及率は 100%かそれに近くなっており 10)、今回調査した東北地
方の都市ではパイプで配水され水栓を開けばすぐに出てくる水を使っていた。図 2 に調査





人あたりの GDP は US$ 4,800 で、北京（US$ 10,070）よりは低いが中国の平均（US$ 3,678）
よりは高い(’09)。年間降水量は 472 mm、冬が長く最も寒い 1 月の平均気温は-20.9 ℃で、
「氷の都」とも称されている。表 2 に哈爾浜で採取した試料の理化学的測定結果を示す。 
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 No.1 は哈爾浜駅近くにある黒竜江博物館の水道水である。EC が 24.5ms/m、総硬度(TH) 42 
mg/L、総アルカリ度(TAl)35mg/L であり、Na+、Cl-の濃度は低い。No.2 は中央大街の中央
にあるレストランの水道水で、EC は 42.0ms/m で、TH、TAl とも低い。No.4 は松花江に近
い兆麟公園傍のレストランの水道水、No.5 は哈爾浜駅の北側にあるホテル洗面水である。
EC、TH とも低いが、No.4 からは NH4
+が 0.27mg/L 検出されている。これら 4 点の試料は
いずれも市街地で採取したものであり、pH 6.78〜7.02 で硬度、イオン濃度とも低いが、COD







混じり、やや黄味がかっており、色度は 128°であった。EC 55.0 ms/m、COD が 6.1mg/L、






口は 717万人、一人あたりの GDP は US$ 8,171 である(‘09）。年間降水量 700 mm、年間平
均気温は 8 ℃で、夏は高温多湿となる。表３に瀋陽で採取した試料の理化学的測定結果を
示す。 
 No.6は市内中心部にある瀋陽故宮博物館の水道水である。ECが 114ms/m、THが 170mg/L、
TAl が 110mg/L で、Na+、Cl-濃度もやや高い。また、COD が 2.5mg/L、NH4
+が 0.31mg/L、
K+が 9mg/L検出された。No7は市街地の南、渾河近くのレストランの水道水でECは 89.0ms/m、
TH が 104mg/L、TAl が 100mg/L であり、NH4
+が 0.21mg/L、K+が 3mg/L であった。瀋陽故
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宮博物館から 5km ほど西に瀋陽駅があり、その傍のホテル洗面水が No.8 である。EC が
265mg/L と高く、TH が 91mg/L、TAl が 165mg/L、また、Na+が 35mg/L、Cl-が 36.70mg/L
であった。加えて、NO2
-が 0.082mg/L、NH4
+が 0.30mg/L、K+が 3mg/L 検出された。このホ
テルでは客室の水道水について軟水化を含めた独自の処理等はなされていない。これら 3






まれていて、年間平均気温は 9.5 ℃で四季がはっきりしている。年間降水量は 800 mm を
超え、鴨緑江と併せて水源には恵まれている。ここは遼寧沿海経済帯の重点開発地域の一
つ（丹東産業園区）で、自動車および自動車部品、製薬、電子情報等ハイテク産業ととも
に観光（国境見物）にも力を入れている。人口は 243万人、一人あたりの GDP は US$ 3,664
である（’09）。2010 年に訪れた外国人旅行者は 32.7万人で、市内は国内外からの観光客が
溢れている。表 4 に丹東で採取した試料の理化学的測定結果を示す。 
 丹東駅の西側は体育館や学校が集まった地区で、No.9 はその一角にあるレストランの水
道水である。EC が 49.2ms/m で TH が 65mg/L とやや高く、NH4
+が 0.34mg/L であった。 
 虎山は丹東市の北 20km にあり、その南麓にある長城は万里の長城の東端であることが
確認されている。1992 年から修復が開始され、現在は 700m が完成している。付近には国
境展望台（「一歩跨」）もあり、駐車場、トイレ、休憩所、売店などを備えた観光地となっ












+を含有している（No.13 は 0.40mg/L、No.14 は
0.22mg/L）。丹東市の水道水（No.9、12、13、14）の pH 値は 7.16〜7.38 で COD の値も測
定範囲以下であったが、NH4
+や K+が残留していた。丹東市の降雨量は 7、8月が最も多く




籍人口は 586万人である。一人あたりの GDP は US$ 10,549 で、中国の主要都市の中では





も新しくきれいであった。No.15 はその水道水である。EC は 28.4ms/m、TH は 43mg/L で、
他のイオン濃度は高くないが、NH4
+を 0.22mg/L 含有していた。 
 大連市の中山公園は大連西駅の南 1km にあり、周辺は学校や領事館などが並ぶ官庁街と
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なっている。No.16 は中山公園傍のレストランの水道水である。EC 57.1ms/m、TH 114mg/L、
TAl 80mg/L と高い値を示し、NO2
- 0.024mg/L、NH4
+ 0.23mg/L、K+ 6mg/L であった。中山公
園から 7km 東にある中山広場の周囲には歴史的な欧風建築物（旧大和ホテル、旧大連警察
署、旧横浜正金銀行など）が建ち、今も国の機関として使用されている。No.17 は大連駅
東にあるホテルの洗面水である。EC が 46.0 ms/m、TH が 96mg/L で、NH4
+濃度が 0.88mg/L
であった。No.18 は旧大和ホテルの水道水で、EC 42.2ms/m、TH 85mg/L で、NH4
+濃度が
0.35mg/L であった。No.21 は中山広場から 600m ほど東にある旧満鉄本社の水道水である。
EC が 50.2ms/m、TH が 80mg/L で、NH4
+濃度が 0.50mg/L であった。市街地の北側は大連
港、南側は丘陵地で住宅地になっている。No.20 は丘陵地手前のレストランの水道水であ







である。EC 30.1ms/m、TH 77mg/L とやや低めであるが、NO2









 測定範囲以下（u と表記）の試料については、COD は 2 mg/L 以下、NO2
− は 0.02 mg/L
以下、NH4
+ は 0.2 mg/L 以下であり、それぞれの濃度は 0 または微量である。今回の調査
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